
 

第５学年１組 算数科学習指導案 

【日時】令和５年７月 25日(火) ８:45～９:30 【場所】多目的室１・２ 【指導者】廣瀬 圭吾 

本授業の主張点 

 

 

 

 

１ 単元名 正多角形と円 

２ 単元の構想 

(1) 単元について 

平面図形について、児童はこれまでに、正方形、長方形、直角三角形、二等辺三角形、正三角形、平

行四辺形、ひし形、台形などを、ものの形、図形を構成する要素及びそれらの位置関係に着目して、そ

の概念や性質について学習してきている。辺の数、面の数、角の数、辺の長さ、角の大きさと、新たな

見方を獲得する度に、既習の図形を捉え直し、図形への理解を深めてきた。本単元では、円の性質と関

連させながら、図形を構成する要素である辺の長さ、角の大きさに着目することで正多角形が全ての辺

の長さと角の大きさが等しい多角形であることを明確に捉えることができるようにする。その際、これ

までに学習してきた正三角形や正方形も正多角形の一つであると捉え直したり、円に内接・外接するこ

とや、各辺に対する中心角が等しいことなどの新たな性質を見いだしたりすることで、図形についての

感覚を豊かにしていく。 

また、円については、既習の図形の定義や性質を基にして、円周の長さと直径の長さの関係を調べる

ことで見通しをもって取り組むことができるようにする。既習事項を活用し、数学的活動を展開するこ

とで、その過程を通して、数学的な見方・考え方の育成を図る。これは第６学年で学習する円の面積の

学習において、正多角形の辺と頂点を増やしていくことで限りなく円に近付いていくことから、既習の

図形に等積変形して求積することができるという考えを導く素地となる。 

小学校において、図形を構成する様々な要素に着目したり、図形の性質について考察したりすること

によって図形に対する見方を豊かにすることが、中学校において平面図形の性質や関係を直観的に捉え

論理的に考察する力を養う素地となっていく。 

(2) 児童について 

本学級の児童 30名に対して、「算数を学習することのよさ」を問うたところ、「日常で使える」（30％）、

「大人になって役立つ」（23％）、「計算が速くなる」（20％）という結果となり、日常生活に関わって算

数を学習することのよさを感じている児童が多いことが分かる。また、「日常生活のどのような場面で

使えているか」を問うと、「買い物」（63％）、「料理」（20％）、「理科に役立つ」（13％）と続いた。「数

と計算」や「測定」領域に関しては日常生活に生かすことができることを実感している児童が多い一方、

「図形」領域に関する回答はなかった。また、「円の周りの長さについて学習することで、日常生活の

どんな場面で生かせるか」を問うと、「円の形の長さが測れる」という回答が１件あったものの、無回

答が 43％であり、その他も円周と関わりの薄いものであった。このことから、本単元における数理が、

日常生活に活用することができるという実感をもつこ

とができるようにし、「社会的価値」の側面に触れる機

会を増やすことが必要であると考える。 

(3) 指導について 

本単元における数理の価値を「内容的価値」「教育

的価値」「社会的価値」の３つの側面で捉えると図１の

ようになる。正多角形については、折り紙でつくった

正八角形や正六角形の辺の長さや角の大きさを測った

り、円を用いて作図したりする活動を通して、正多角

 円周を求める公式を用いて、運動場のトラックにおいて走る長さを等しくするにはスタート位置をどれ

だけずらせばよいか、必要な条件を選択して考えることで、内容的価値、教育的価値、社会的価値の側面

から数理への学びを深める姿をお見せします。 

図１ 本単元における数理の価値の整理 



 

形の定義を捉えることができるようにする。実際に正多角形をつくったり、正多角形が円に内接すると

いう性質を利用して作図したりすることで、辺の長さや角の大きさといった図形の構成要素に着目でき

るようにし、正多角形の性質を見付けたり、実感を伴って理解したりできるようにしていく。また、既

習の正三角形や正方形も正多角形であると捉え直すことで、図形に対しての見方を広げていく。 

円については、立体の円周の長さを測り、実測値から帰納的な考え方によって円周率を導く。その際

には、身の回りから面に円をもつ立体を集めて、それらの直径の長さと円周の長さを実測する。その実

測値から円周の直径にあたる割合を求める。実感を伴った理解の上で、「円周＝直径×円周率」という

公式にまとめ、円周率として 3.14を用いることを知らせるようにする。 

本時では、運動場にかかれた５コースにおいて、走る長さが全て等しくなるようにするためにはスタ

ートの位置をどのように変えればよいかを求める問題を考える。これは、日常生活における事象を理想

化・単純化し、円周の長さを求める公式を適用して解決するといった数学化の過程を意識している。こ

のことで、円周を求める公式の理解を深めるとともに、日常生活に活用できるという学びのよさを実感

できるようにする。求積の問題や、円周や半径、直径の長さを求める問題では、多くの場合、求答に必

要な部分の長さが明示されている。しかし、現実社会の問題では必ず求答に必要な長さだけが明らかに

なっているとは限らない。必要な条件を選択して運動場のトラックを走る長さについて解決することに

よって、「社会的価値」の側面で捉えることができるようにしていきたい。 

(4) 深い学びについて 

本単元及び本時における児童の姿を全体要項の「深い学び」に関わる児童の姿と関連させると表１の

ようになる。 

表１ 「深い学び」に関わる児童の姿 

 「深い学び」に関わる児童の姿 本単元における児童の姿 

❶ 

 学習活動に見通しをもち、計画を立てたり調整したり

しながら、粘り強く取り組み続けている。学習課題に対

して関心をもち、主体的に課題解決を図ろうとしている。 

状況から問いを見いだし、共有された問

いの解決へ向かう方法を、自ら選択して学

び進めている。 

❷ 

 「見方・考え方」を働かせながら思考・判断・表現し、

自分の考えを再構築している。 

数理を「教育的価値」の側面から捉え、

見いだした数理を基に、筋道を立てて説明

している。 

❸ 
 知識が概念化し、知識の質が高まっている。 数理の「内容的価値」を、既習事項と関

連させ、つながりを意識して学んでいる。 

❹ 
 学びの成果を次の学習や生き方に生かす目的意識や達

成感を得ている。 

数理を「社会的価値」の側面から捉え、

新たな問いを見いだしている。 

❺ 
 他教科等の学びの経験を結び付け、意欲を高めたり、

解決の道筋を広げたりしている。 

見いだした「社会的価値」を基に、さら

に探究的・発展的な課題に取り組んでいる。 

 

３ 単元の目標と評価規準 

(1) 単元の目標 

正多角形の意味や性質、円周率の意味及び円周の長さの求め方を理解し、図形を構成する要素に着目

して、正多角形の性質や特徴、直径の長さに対する円周の長さの割合を考えたりするとともに、考えた

過程を振り返り、学習したことをこれからの生活や今後の学習に活用しようとする態度を養う。 

(2) 評価規準 

ア 正多角形の意味や性質、及び円周率の意味や円周の長さの求め方を理解し、正多角形を作図したり

円周率を用いて円周の長さを求めたりすることができる。               【知・技】 

イ 正多角形を作図する際、円と組み合わせることで性質や特徴を見いだしたり、円周の長さと直径、

半径の関係を考えたりしている。                        【思・判・表】 

ウ 身の回りから正多角形を見付けようとしたり、円周率に関心をもち、円周率を用いようとしたりす

るなどして、学習したことを生活や学習に活用しようとしている。             【主】 

 



 

４ 単元の指導計画（全 12時間 本時９／12時間目） 

次 時 主な学習活動（〇） 指導上の留意点（・） 評価規準（◆）【観点】 

【単元を貫く問い】正多角形や円について学習して、日常生活に生かせる場面を見付けて解決しよう。 
レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ 

正多角形や円の性質につ
いて知っている。 

既習事項と関連させて、正
多角形や円の性質を見い
だすことができる。 

本単元で学習した内容に
関して、根拠を明らかにし
て説明することができる。 

必要な条件を自ら選択・判断し、
本単元の学習内容を用いること
で日常生活の問題について解決
することができる。 

（※石井英真「学力の質的レベル」を援用し、４つに区分する。） 

一 １ 

○六角返しを作る活動に取り
組む。 

・六角返しを作って動かすことで、これまでに学
習してきた図形の学習での活動や折り紙など
を用いた図形の構成などの活動を想起できる
ようにする。 

◆図形の形に関心をもち、そ
の形の性質を調べようと
している。    【主】 

二 

２ 

○色紙を切ったり折ったりし
て正多角形をつくり、正多
角形の意味を知る。 

・色紙を折って正多角形をつくることによって、
正多角形の様々な性質を見付けたり、理解した
りすることができるようにする。 

◆正多角形は全ての辺の長
さや角の大きさが等しい
多角形であることを理解
している。   【知・技】 

３ 

○円を使って、正八角形をか
く方法を考える。 

・正八角形の作図方法を基にして、正多角形は円
に内接し、各辺に対する中心角の大きさが等し
いことを使うと作図することができることを
捉えることができるようにする。 

◆円の中心角を使った正多
角形の作図の仕方を理解
し、作図ができる。 

【知・技】 

４ 

○コンパスを使って正六角形
がかける理由を考える。 

・正六角形が円の半径を用いてコンパスで作図で
きる理由を、既習事項を使って説明することが
できるようにする。 

◆正三角形の辺の長さと角
の大きさに着目し、正六角
形がかける理由を説明し
ている。  【思・判・表】 

５ 
６ 

○正方形や正六角形などをか
くプログラミングを考え、
正多角形をかくプログラミ
ングをまとめる。 

・プログラミングについては習熟に差があること
が考えられるため、丁寧に説明しつつ、試行錯
誤して、正しい結果に到達する過程を重視し、
プログラミングの楽しさを感じられるように
する。 

◆コンピューターで正多角
形をかくプログラムを考
え、いろいろな正多角形を
かこうとしている。 

     【主】 

三 

７ 

○正六角形と円を使って、円
周の長さと直径の長さとの
関係を調べる。 

・既習の多角形と円との内接、外接関係に着目し
て、円周の長さと直径の長さの関係を、図を用
いて調べ、その関係について説明することがで
きるようにする。 

◆正六角形と円を使って、お
よその円周の長さの求め
方を説明している。 

 【思・判・表】 

８ 

○具体物を使って円周の長さ
と直径の長さを測り、その
関係を調べる。 

・身の回りにある様々な円の形をしたものの円周
の長さと直径の長さを測定し、その測定値から
円周の長さが直径の長さの何倍になっている
かを考えることができるようにする。 

◆円周の長さと直径の長さ
の関係について、長さの割
合に着目して考えている。 

【思・判・表】 

９ 
本
時 

○運動場の５コースで、走る
距離を同じにするためには
スタート位置をどれだけず
らせばよいか考える。 

・必要な条件を選択し、円周を求める公式を用い
て円周を含む長さを求める問題を考えること
によって、公式の理解を深めたり、日常生活に
活用できるよさを感じたりできるようにする。 

◆円周の公式を使って、スタ
ート位置をどれだけずら
せばよいか考え説明して
いる。   【思・判・表】 

10 
○直径の長さと円周の長さの
変わり方を調べる。 

・直径の長さと円周の長さの関係の理解をさらに
深め、直径の長さと円周の長さの関係を関数的
に捉えることができるようにする。 

◆直径の長さと円周の長さ
の変わり方を見いだして
いる。   【思・判・表】 

11 

○身の回りの円の形をしたも
のの直径の長さを調べる。 

・結果を予測しながら測定する活動を行い、量感
を育てることによって学習意欲を育て、円につ
いての理解を深めることができるようにする。 

◆身の回りから円の形をし
たものを探し、円周や直径
を調べようとしている。 

    【主】 

四 12 

○探究レポートに取り組む。 ・これまでに考えてきた「新たに考えてみたいこ
と」を基に探究レポートに取り組み、見いだし
てきた数理のよさに気付くことができるよう
にする。 

◆単元の中で考えた「社会的
価値」を基にして、探究を
進めている。    【主】 

 

５ 本時の指導（９／12） 

(1) 指導目標 

運動場のトラックを走る際、各コースの長さを全て等しくするためにはどうすればよいか考え、必要

な長さを選択して円周の公式を用いることができるようにすることで、スタート位置をどれだけずらせ

ばよいか求めることができるようにする。 

(2) 評価規準 

イ 円周の公式を使って、スタート位置をどれだけずらせばよいか考え説明している。 【思・判・表】 



 

(3) 「見方・考え方」を働かせる手立て 

・ 「単純化・理想化」する見方を働かせるために、トラックの形を円弧と直線という既習図形の複

合であると捉えることができることに関する気付きを板書する。 

・ 「筋道を立てて考える」考え方を働かせるために、直径にあたる部分の長さや１コースの幅など、

円周を含むコースの長さを求めるのに必要な条件を自ら選択して解決方法を考え、図形を構成する

要素に着目したり、自分の考えの根拠としたりすることができるようにする。 

 (4) 展開（波線部は「見方・考え方を働かせる手立て」に関わる働きかけ） 

学習活動と児童の反応（     ） 教師の働きかけと形成的評価（◆） 

１ 状況を知り、問いを設定する。   （10分） 

 
・スタート位置が同じだったら、外側ほど長く走ら

ないといけない。 

・カーブの部分は円の半分になっているので、円周

を求める公式を使えば求められそう。 

 

 

 

２ 問題を解決する。 【深い学びの姿❷】（15分） 

(1) 自ら解決の方法を選択し、問題解決に取り組

む。 

 ・個人で解決する。 

 ・友達と協力して解決する。 

 ・ヒントカードを基に自分の考えを整理する。 

 ・タブレットで意見を共有する。 

・カーブの長さは円周を求める公式が使える。 

・直径の長さが必要だ。 

・コースの幅は何ｍになっているかな。 

・１コースのカーブの長さが一番短いから、外側ほ

どスタート位置を前にすればよい。 

(2) 周りの児童と意見を比較したり、交流したり

し、自分の考えを整理する。 

・求めるのは円周の半分でよい。 

・コースの幅は上にも下にもある。 

・計算のきまりを使うと、簡単に求めることができ

そうだ。 

３ 学習の整理を行う。        （15分） 

・カーブの部分を円と見ると、円周を求める公式を

使って求めることができる。 

・直径が１ｍ増えると、走る長さが 3.14ｍずつ増え

ているので、3.14ｍずつずらせばよい。 

４ 学びを振り返る。 【深い学びの姿❹】（５分） 

・もっと大きな円になったらどうなるのかな。 

・自分たちが実際に運動会で走るコースはどうなっ

ているのかな。 

1-(1) 内側のコースと外側のコースでは走る長さが

違うのではないかとの考えをもつことができるよ

うに、実際に走っている動画を視聴する。 

1-(2) トラックの形を単純化・理想化することで円

周を求める公式を用いることができることに気付

けるように、トラックの形の中にどのような既習

図形があるのかを問う。 

1-(3) 問題解決への見通しをもつことができるよう

に、児童の気付きを板書に可視化していく。 

1-(4) 図形の構成要素や問題解決のために必要な条

件に目を向けることができるようにするために、

どの部分の長さが分かればそれぞれのコースで走

る長さを求めることができそうか問う。 

 

 

2-(1) 一人一人の児童が見方・考え方を働かせたり、

数理を用いることのよさに気付いたりすることが

できるようにするために、問題解決に向けた多様

な方略を認める。 

◆ それぞれのコースにおける円弧の直径の違いに

着目して長さを求めることで、スタート位置をど

れだけずらせばよいのかを考えているか。 

（ノート、タブレット、発言等）【思・判・表】 

Ｂ 円周を求める公式を使って、運動場のトラッ

クにおける円弧の長さを求めている。 

Ｃ→ 何（円周の半径にあたる部分）が分かれば、

円弧の長さが求められるかを問う。また、す

でに解決している他の児童の意見を参考にし

てもよいことを伝える。 

2-(2) 多様な考えに触れたり、数理のよさに気付い

たりするために、自分の考えがまとまった児童に

対しては、積極的に他の児童と考えや説明のしか

たを交流するように促す。 

3-(1) 円周を求める公式を用いることで、トラック

の長さを計算することができることを全体で共有

するために、児童の考えを他の児童が説明する場

を設定したり、教師が問い返したりする。 

3-(2) 次時への見通しとするために、スタート位置

の変わり方に着目した気付きを問う。 

４ 児童が本時の学びのよさを自覚するために、「内

容的価値」、「教育的価値」、「社会的価値」の側面

でポートフォリオシートに振り返るようにする。 

走る長さを同じにするには、スタート位置をどれだけずらせばよいか考えよう。 



 

 


